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｢グレゴリオ聖歌入門｣について-その4･最終回-










グレゴリオ聖歌は,祈 りの言葉を歌うので｢歌となった祈 り｣と呼ばれたり,(2) 世俗を超越
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了が cursusplanus 〔 ･T の図式の上に作曲されたこ と
は疑う余地がない ｡二つのアクセントと中央の区切 りはinaetErnumcant孟boとい
う歌詞のモデルと完全に合致しているのである｡
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112 さらに旋律モチ-ヴの ｢型｣を結び合わせて出来上っている種類 (92項参照)では,
主要アクセント前3音節削二二次アクセントを見出だすことさえ可能である｡
Tr.BeatusvirのY.potes
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この書ではまず,記譜法上の諸記号 と旋法構造 を簡単に説明 し,そのあ とリスムと作曲
上 との二つの;Iこ場か らラテン語 とグレゴリオ聖歌旋律の本質的な関係 を学んで来た｡
第 2年 目には,古楽譜記号の比較研究に基づいたネウマの研究が行なわれる｡ このよう
な問題の研究は,既に出版 されている ｢SemiologiaGregoriana｣に見ることができる｡
第3年 目には,言葉 とネウマの一致についての研究が行 なわれ るはずである｡それは直









5.LiberUsualisや他の楽譜集 (Graduali,Antifonali)の巻豆削二は, i)つと完全なネウマ図 1TJ
か見られる｡
6.25項,261日参照｡
7.24項参照｡
8.Subpunctisとは複数のプンクトか続いていること｡
9.Respinusとは ｢再び起き上る｣の意｡
10.Flexとは ｢曲った,たたまれた｣の意0
ll.ここでは最も簡iiなものしか示さない｡
12.1苦節の時間に相当する吾価のことを音節音価 として,ここでは2音節分が上l'lてられているO
特別な説明かない場合,｢veni,Domine｣のように子許のあとに母音がある苦節のこと｡
13.これはウィルガで結ばれたオリスクスから成るネウマでサリクスに良 く似ているし
14.ここではやはりエビゼ マが適当であろう｡しかL重要なことではない｡何故なら70ンクトエビ
ゼマは ｢常に｣文脈に従って解釈されるものたから｡
15.或は2つのロサンジェで書かれたとしても,その融化性は最終音符にかかわるもので,書き方
の美感のために2つとも融化の型によって書かれたものでしかない｡
16.特に展開したネウマてあるn主として,Gr.Al.に見つかる｡文字通 りGr.Allの作曲技法
を ｢melismatico｣と呼ふ
17.新 しく出版された典礼用曲集ではjの字はiで置き変えられている｡eis,Iesus,Iustitia等
17の補.基音とは根本的には,旋法音階の一番下の古である｡それは ｢旋法主音｣Tonicamodale
とか ｢終止音｣finaleとも呼ばれる｡
18.｢特徴3度｣TerzaCadenzaleとは基音の上方2音の音程関係｡
19.この図式の線は音階の1音1音の音高を示している｡その隔たりは吉相 (半音,全音)を示
ZHl
す｡
20.線の上の音符を読む場合の名称,そこには終止音が示されている｡
21.Autenticoとは ｢主要な,優位の｣の意｡
22.Plagaleとは ｢二義的,劣位の｣の意｡
23.ここにあげた図式は,作品の部分を書き出したものではなく,作品構造の本質的な所を要約し
ている｡
24.この図式では単なる装飾音はあっかわない｡
25.グレゴリオ聖歌は三つの様式に区別される｡
(彰シラビック様式 :各音節に 1音符程度｡
②セミ･シラビック様式,或は少し装飾された様式 :ある音節は1音符,他の音節は小さな音
符群を持ち,それらが次々に現われる
③メリスマティック様式,或は装飾様式 :ほとんど全ての音節が音符群や長々と展開した音
符で装飾される｡
26.考えられる統合の重要性に従った特別のアクセント或は主要アクセント
27.今ここで言うことは,第5章で示される分析方法によっているのでそこを参照のことO
28.ここで示した7レ-ジングは,古楽譜が示すものによっている0
29.今日この名前は,全てのKyrieをさすが,トロー70スとして装飾された冒頭の歌詞を想起させ
る｡
30.CantusSelectiadbenedictionemSS.miSdc71amenti,Desclee,1957,pag.81.
31.Mons.MarioRighetti,ManualediStorialitu7glCa,ediz.Ancora,Milano,2aed.1950;vol.
1,pag.569.
32.最終音の分離が書き写されていなくとも,｢A-ve｣のアクセントによりトローブスの中で尊
重されているような部分｡
33.これを作った人は,主な部分でoff.の音節と自分の歌詞の音節を完全に一致させている.ここ
に示した楽譜の中では,丁度重なっている音節が筆記体で示されている0
34.特に,区切 り記号のない例から選ぶことにする｡読者が,旋律語の具体的な関係に慣れ,自分
で結論を導いて欲しいからである｡
35.ここでは旋律語の要素についてだけを扱ってお く｡何故なら純粋に旋律だけのLfHこある要素を
探るのはこの ｢入門｣の段階では難しい｡しかし,分析方法は同じ｡
36.それぞれのカデンツ了に付けられている種々のリズム記号は,膏価の段階を示 している｡
37.白い音符はプロパシトノ語が適用される場合の音節に当てる｡｢重複カデンツァ｣の2つの要
素は,ある詩編唱カデンツァのように切 り離せないので強調された音節が ｢先取｣される｡
く完 )
